重力多体系の緩和過程(基研短期研究会『天体現象と非線形・非平衡物理』,研究会報告) by 阪上, 雅昭
Title重力多体系の緩和過程(基研短期研究会『天体現象と非線形・非平衡物理』,研究会報告)
Author(s)阪上, 雅昭








重 力 多体 系 の緩 和過程















































元重力系なら2N次元 )内の軌道 uα(t)-(qα(t),pα(t)),α-1,3Nで表わされる｡時刻 t-Oにphase
spaceで非常に近 くにある2つの軌道 ua(t),訂α(t)を考えよう.この系がchaoticな場合,2つの軌道
間の距離 ∂u(t)-lITα(t)-ua(t)侶ま時間とともに指数函数的に増大する.
∂u(t)∝ ext (t→∞ ) (4)
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